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研 究 主 題

表現 力を高め,積 極的に コ ミュニケー シ ョンを図ろ うとする態度を育成す る指導の 工夫

1主 題設定の理由

現 行の学習指導要領 に示 された中学校英語科 の目標 では,国 際化 の進展 に対応 し,国 際社 会

の中 に生 きるために必要 な資質 を養 うとい う視点か ら,「外 国語 で積 極 的 に コ ミュ ニケ ー シ ョ

ンを図 ろ うとす る態度 の育成」 を目標 の一っ として挙 げて いる。 この ことは,知 識 ・理 解 ・技

能 の学習 に重点を置 くとと もに,学 習者 の意欲 ・関心を高め,英 語で積極的にコ ミュニケーショ

ンを図 ろ うとす る態 度を育てて い くことの重要性 を述 べて いるもので ある。

生徒 たちに英語 につ いての ア ンケー トで実態調査 を した ところ,英 語 を使 って 自分 の考 え な

どを話 した り,書 いた り して相 手 との意志 の疎通 を図 りたい,っ ま り表現 を高め たい,と い っ

た希 望を持 った生徒 が多 い ということが分 か った。その一方,必 ず しもその希 望 が意欲 に結 び

っ いて いない現状 も明 らかにな った。 この理 由 としては,コ ミュニケー シ ョン活動 の時間 が 少

な いことや,場 面設定 の仕方 が生徒 たちの実際 の興味 ・関心 に合 わない ことが考 え られ る。

以上 の問題点を解決す るために,コ ミュニケー ション活動を授業 の中 に多 く取 り入れ た り,

内容 も臨場感 のあ るものにす るなど,工 夫 を凝 らす こ とが有効で はないか と考 えた。質 の高 い

コ ミュニケー ション活動 の場面 を多 く取 ることは,生 徒 の表現力を高 め ることになる。同時 に,

それ は積 極的 にコ ミュニケー シ ョンを図 ろ うとす る態度を育 成す る ことに もっ なが り,ま た両

者 に は,相 互 に深 いつ なが りがある。

そ こで この研究 を進 めるにあた り,次 の三っの小主題 を設定 し,授 業研究を通 して指導 の工

夫を図 りなが ら研究主 題への アプローチを試 みた。

第1分 科 会 は 「コ ミュニケーシ ョン活動 の機会 を多 くし,話 す力 や主体 的 に話 そ うとす る意

欲を高 め る指導 の工夫 」 という小主 題で,工 夫 を凝 ら した段階 的 ・発展 的な コ ミュニケー シ ョ

ン活動 を多 く取 り入 れ ることによ り,表 現力 を高 あよ うと考 え,工 夫 を図 った。

第2分 科会 は 「『書 くこ と』を基盤 と した表現 力を高あ る指 導の工夫 」 とい う小主 題 で,言

語活動を通 して自分 で表現 す る機会 を多 く与 え ることによ り,表 現力 を高 め させ るための研究

を進 あた。

第3分 科会 は 「表現力 を高 め ることを通 して,積 極的 に コ ミュニケー シ ョンを図 ろ うとす る

態度 を育成す る」 とい う小主題 で,生 徒 が授業で活動 しやす い雰囲気 を作 り,意 欲的 な態度 を

育 て る授 業のあ り方を工夫す る ことに した。
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II研 究の経 過

16名 の研究員 が三 分科会 に分かれ,各 自の文献研究 と授業研究を通 して,研 究員相互 の理 解

を深 あなが ら実 りあ る研究活動を展開す る ことがで きた。

総 会 都立教育研究所14:30～

(4月12日)研 究員委嘱 事業説明 年間予定 自己紹介 世話人等 選 出

第1回 月例会 練馬区立大泉第二 中学校14:00～

(5月10日)研 究主題決定 内容検討 研究 の進 め方 の検討

第2回 月例会 大 田区立大森第四中学校14:00～

(6月13日)研 究内容検討 三っ の分科会 の決定 仮説 の検討 研究 構想

第3回 月例 会 品川区立平塚中学校14:00～

(6月27日)研 究授業(前 原陽子教諭)先 行研究 の検討 調査項 目の検討

第4回 月例会 江戸川区立小岩第五中学校14:00～

(7月7日)研 究内容 ・方法 の具体化 実態調査 の検討

御岳 研究集会 青梅市御岳山宿坊

(8月20日 ～22日)問 題点の整理 ・検討 研究内容 ・方法 ・仮説 の検討

第5回 月 例 会

(9月13日)

第6回 月 例 会

(10月21日)

第7回 月 例 会

(10月31日)

第8回 月 例 会

(11月17日)

第9回 月 例 会

(1月17日)

研 究 発 表 会

(2月6日)

足立区立第十二中学校14:00～

研究授業(久 保 田晃司教諭)報 告書 プ ロッ ト作成

世 田谷区立北 沢中学校14:00～

研 究授 業(阿 部啓介教諭)研 究内容の実践検証

板橋 区立板橋 第二中学校

研 究授業(東 條正幸教諭)

八王子市立 四谷中学校

最終 原稿提 出 発表会準 備

武蔵野市立第六 中学校14:00～

発 表会準備(係 分担)指 導案検討 補 助資料 の検討

中野 区立北 中野中学校1400～

公開授 業(三 岡一隆教諭)研 究発表 研究協議 反省 会

執筆分担

第一次原稿検討

14:00～

研究内容の実践検証 第二 次原稿検討

14:00～

補 助資料 作成 第三次原稿検討
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皿 実 態 調 査 の 結 果

主 題 設 定 の後,研 究 の ガ イ ドライ ンとす る ため に,7月 の 初 旬 に 一 斉 にア ンケー トを行 った。

そ の 内 容 は,英 語 に 関 す る一 般 的 な質 問 か ら各 分科 会 で 参考 と した い事 項 を 含 む11項 目16問 と

な った。 そ の11項 目の 中 か ら特 徴 的 な ものを 選 び,グ ラ フで 示 しな が ら述 べて い くこ とにす る。

ま ず,「 あ な た は英 語 が好 きで す か 。」 とい う質 問 に対 して 「い い え」 と答 え た生 徒 は全 体 と

して は少 な か っ た。 しか し,そ の 中 で学 年 を追 う ご とに数 が増 えて3年 生 の男 子 で は 「は い」

を大 き く上 まわ って しま う。 そ の大 きな要 因 と して考 え られ るの が,「 英 語 を 学 ぶ 上 で,あ な

た は どれ が 苦 手 です か。」 の 設 問 の 回 答 に表 れ て い る。4技 能 の 中 で 「話 す こと」 「書 く こ と」

が上 位 を 占 めて い るの で あ る。 こ こか ら,表 現 力 を うま く身 に付 け て い な いた め に,英 語 へ の

苦 手 意 識 が 生 じて しま って い る こ とが想 像 で き る。

あなたは英語を学ぶ上で,ど れが苦手ですか

あなたは英語が好きですか

(3年 男子)

あ なたは英語が好きですか

(全学年計)
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次 に,研 究 主 題 と大 き く関 係 す る 「あ な た は 自分 の 関 心 の あ る こと な ど に っ い て,英 語 で 話

した り書 いた り して み た い です か 。」 の 問 い に は,「 した い」 とい う意 欲 が あ る生 徒 が 半 数 しか

い な い こ とが 判 明 した。 これ は,絵 を見 て 自 ら表 現 す る設 問 で,一 文 も書 けな い,ま た は全 く

書 こ う と しな い生 徒 が各 学 年 と も最 も数 が多 か った こ とで証 明 で き る。 しか し そ の 反 面,「 英

語 を学 ぶ上 で,身 に付 け た い力 は何 です か 。」 の設 問 に は 「話 す力 」 「書 くカ 」 が上 位 を 占 め る

と い う結 果 も出 て い る。

%英 語を学ぶ上で,身 に付けたい力は何ですか
あなたは,自分の1矧〔〉のあることなど100先 生が授業で英語をなるべくたくさん
にっいて英語で表現してみたいですか90使 うことに対して,どう思いますか
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さ らに,興 味 深 い結 果 と して 「先 生 が,な るべ くた く さん英 語 を使 って 授 業 を 進 め る こ と に

対 して,あ な た は ど う思 い ま す か 。」 の設 問 に,「 良 い」 と答 え た生 徒 が 半数 を大 き く上 回 った。

こ れ は,英 語 を一 教 科 と して で は な く,言 語 と して と らえ,生 きた 英 語 に触 れ た い とい う気 持

ち を持 っ生 徒 が 多 く い る こ とを 示 して い る。

以 上 の結 果 か ら 「生 徒 は表 現 力 を 高 め,コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを 図 りた い希 望 を持 って い るが,

苦 手 意 識 も強 く抱 いて い る。」 こ とが明 らか に な った。
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IV研 究の 内容

第1分 科会

1小 主題

コ ミュニ ケーシ ョン活動 の機会を多 くし,話 す力や主体 的 に話 そ うとす る

意欲 を高 め る指導 の工 夫

2小 主 題 設 定 の 理 由

本 年 度7月 に行 った実 態 調 査 に よ る と,全 学 年 を通 じて 「身 に付 けた い力 」 の トップ は,

英 語 を 「話 す こ と」 で あ った 。 しか し,同 時 に,英 語 を 「話 す こ と」 は 「苦 手 」 で 「普 段 は

自 ら進 ん で 話 して い な い」 とい う結 果 も出 た 。 この こ と は,授 業 に お いて,生 徒 が英 語 を 話

す場 面 が 依 然 と して少 な い か らだ と考 え られ る。

そ こで,本 分 科 会 で は,次 の 目的 を達 成 す るた あ に,小 主 題 を設 定 した 。

コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン活動 の機 会 を で き るだ け多 く設 定 す る こ と に よ って,

話 す 力 や主 体 的 に話 そ う とす る意 欲 を 高 あ る。

3仮 説

上 記 の 目的 に は,次 の よ うな仮 説 が基 盤 とな って い る。

生 徒 に,基 礎 か らの段 階 的 ・発 展 的 な コ ミュニ ケ ー シ ョン活 動 を 数 多 く行

わ せ る こ と に よ って,成 就 感 ・達 成 感 を もたせ れ ば,英 語 を話 す 力 や 話 そ う

とす る意 欲 が 高 ま る で あ ろ う。

4具 体 的 な 方 策

本 分 科 会 で は,上 記 の 仮 説 に基 づ き,次 の よ うな コ ミュ ニ ケ ー シ ョン活 動 を 考 え,実 践 を

試 み た。

この コ ミュニ ケ ー シ ョ ン活 動 は,教 師 に よ って 示 され た あ る絵 を,二 人一 組 と な った 生 徒

が 見 て,そ れ ぞ れ思 いっ いた こ とを 話 題 に の ぼ らせ 英 語 で話 を す る,一 種 の ペ ァ ワ ー ク で あ

る。 これ は,単 に絵 を見 て 思 いつ い た事 を 言 わ せ るDescribing活 動 か ら,相 手 に同 意 や 感 想

ま た は意 見 を 求 め,話 題 を 深 化 させ るExpressing活 動 を 行 う こ と も,上 級 学 年 で は 可 能 で

あ る。生 徒 の コ ミュニ ケ ー シ ョ ン能 力 の 発 達 に応 じて,以 下 の よ うに三 つ の段 階 を 踏 み な が

ら発 展 させ て い く と ころ に特 徴 が あ る。 本 研 究 で は,こ の 活 動 を`GradedCommunicative

Activity'(以 下GCAと 略 す)と 名 付 け た。

(1)授 業 の 中 の位 置 付 け と時 間配 分

位 置づ け:授 業 の導入部分

時 間配分:第1段 階～第2段 階5分 間

第3段 階10分 間
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GCAは 特 定 の 言 語 形 式(KeySentenceな ど)に と らわ れ ず,既 習 の 表 現 や単 語,文 法 の

知 識 を 使 っ て,英 語 で 自 由 に表 現 す る活 動 で あ る。 したが って,授 業 の中 で は,導 入 部 分 で

この 活 動 を行 わせ る と,よ り効 果 的 で あ る と思 わ れ る。

た だ し,生 徒 が 思 いつ い た単 語 を た だ羅 列 す る ので は な く,な るべ く文 の単 位 で 表 現 で き

るよ うに す る た あ,生 徒 が この活 動 で使 うと予 想 され る表現 の 練 習 を,あ らか じめPattern

Practice等 で行 って お く とよ い 。

(2)段 階 の 手順

段

階

第

1

段

階

第

2

段

階

回

数

4

回

4

回

活 動 の 内 容

★生徒全員 に一定 時間,絵 を見 せ

る。時間 の長 さは,生 徒 の実態

に応 じて考 えてよい。

★生徒 は,絵 を見 て思 いつ いた単

語 や1文 以 上 を英語 で考 え る。

自信が なければメモを とる こと

もで きる。

英語 のっづ りのわか らない場合

はカタカナ で書 いて もよ いが,

日本語 は不可 とす る。

★ メモを見な いで発表 させ る。

★ ペ アを 作 らせ る。

★ 生 徒 全 員 に一 定 時 間,絵 を見 せ

る。時 間 の長 さ は,生 徒 の実 態

に応 じて考 え て決 め る。

★ 生 徒 は,絵 を見 て思 い つ い た2

文 以 上 を英 語 で考 え る。

1文 二説 明文 や感 想 な ど

1文1内 容 に関 す る質 問文

(Yes/NoQuestionに 限 定)

★ 質 問 に対 す る答 え方 の複 雑 さを

考 え させ る た め,Yes/No

QuestiOnに 限定 す る。

★ メ モを 見 な い で ペ ア ワー クを さ

せ る。 こ の 時,YesやNoだ け

で答 え る こ と は不 自然 で あ る こ

とを 少 しず っ 感 じと らせ る。

生徒 の考 えた英文(そ の まま記載)

Apig.

Pig.

Thebigpig.

フ ォ ー ク!

ナ イ フ!

ス テ ー キ!

(例:1年 生)

野 豊

〔NEWCROWN1(三 省 堂)P48,50よ り 〕

KumiisJapanese.

Jimlikesdog,

IsJimyourpenfriend?

Whoisshe?

Hernameisprincess. (例=1年 生)
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第

3

段

階

6

回

★ ペ アを 作 らせ る 。

★ 生 徒 全 員 に一 定 時 間,絵 を見 せ

る。 時 間 の長 さ は,生 徒 の実 態

に応 じて 決 め る 。

★ 生 徒 は,絵 を見 て思 い っ い た2

文 以 上 を英 語 で考 え る。

1文:説 明 文 や感 想 な ど

1文:内 容 に 関 す る質 問文

(内 容 は 自由)

★ メ モ を見 な い で ペ ア ワー クを さ

せ る 。 この 時,YesやNoだ け

で 答 え る こ と は不 自然 で あ り,

教 師 の指 導 に よ り,さ らに1文

を 付 け加 え る工 夫 を させ る。

な お,well,let'ssee,uh,な ど

間 合 い を取 る表 現 も教 え て お く

と よ い。

適 切 な ジ ェス チ ャー も入 れ させ

な が ら、 話 を させ る。

A:ThisisJoyner.

B:Yes.

A:Whereisthis?

B:lthinkit'sSeoul.

Sheisbeautiful.

A:lthinksotoo.

B:Doyoulikeher?

A:Yes,Ido.

写 真:

ジ ョ イ ナ ー が 走 っ

て い る 。

(例:2年 生)

(3)GCAで 使 用 す る絵 を選 択 す る視 点

絵 の使 用 に関 して は,次 の4っ を考 慮 の上,選 択 す る とよ い。

ア 絵 と各 段 階 の関 係 は な い

第1段 階 で複 雑 な絵 を使 う こ と もで き る。

イ 話 題 性 の あ る物

ス ポ ー ッ な ど は や って い る もの は興 味 を 引 くの で,話 しや す い。

い ろ い ろ な物 を た く さん の人 が載 って い る物 は,話 題 を っ か み や す い。

ウ 情 報 量 の 多 い物

動 きの あ る もの や,人 に よ って 見 方 が異 な る もの(例 え ば,「 一 番 好 きな 季節 」)な ど

は対 話 に な りや す い 。

工 既 習 の 言 語 材 料 の あ る物

あ らか じあ この活 動 に入 る前 に,描 か れ て あ る絵 で使 え そ う な文型 を 口頭 で練 習 して

お くと,文 が 出 や す い。

(4)指 導 上 の 留 意 点

アDescribingを 行 う目 的 と,絵 の状 況 設 定 が は っ き り した状 態 で 指 導 す る。

イ 使 用 す る絵 は,既 習 の言 語 材 料 が で き るだ け多 く織 り込 ま れ た物 を意 図 的 に用 い る。

ウDescribingで は絵 の 内容 を な るべ く詳 しく伝 え させ る。
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エDescribingで 絵 を見 る時 間 の長 さ と各 段 階 の回 数 につ いて は特 に こだ わ らな い。

オDescribingの 活 動 の前 に,PatternPracticeな どで 練 習 を して お く と,単 語 の み の 表 現

か ら文 を使 って 表現 させ る こ と にっ な が る。

力 達 成 目標 に っ い て は,第1学 年 で は語 彙 力 ・既 習 事 項 の 少 な さの 関 係 で,Describingの

み で い い が,第2学 年 以 降 は生 徒 の 実 態 に応 じて,順 次Describingか ら絵 を 見 て 意 見 や

感 想 な ど を述 べ るExpressing活 動 も適 宜 組 み合 わ せ て,よ り高 度 な活 動 に入 る とよ い。

(5)評 価

GCAの 評 価 は,自 己 評 価 ・他 己評 価 を 行 う。

以 下 の よ うな活 動 評 価 票 を使 い,毎 回 の活 動 を チ ェ ッ クす る 。

活 動 評 価 票 Class」 ⊇No. .L3.Name

。以 下 の観 点で ,自 分 の事 と,会 話 のパ ー トナーの事 につ いて,よ くで きた →A,で きた→B,あ ま りで きなか っ

た →Cを 記入 しよ う。

自分 の活 動 に対 す る評 価 パー トナーの活動 に対 す る評価

ア.英 語 ら しく話せ たか。

イ.自 分 の言 いたい事が,伝 え られたか。

ウ。必要 に応 じて,身 振 り,相 づ ちなどが使え たか。

エ.意 欲を持 って活動 に取 り組ん だか。

オ。楽 しくや りとりがで きたか。

1

ア.英 語 らしく話 して いたか。

イ.言 いたい事 が、伝わ って きたか。

ウ.必 要に応 じて 身振り,相 づちなどを使ったか。

エ .意 欲 を持 って活動 に取 り組 んでいたか。

月/日(曜 日) 内 容 ア 1イ ウ 工 オ 感 想

1

パー トナーの名前 ア イ ウ 工 感 想

9/7(金) 夏休 みの

イ ンタビュー
B A C A A いいたいことが言 えた Aki B A C A 話の内容が面白かった

9/13(火) (ス コットラン ドの)

ダンスの写真について
B A C A A 話 しに くかった。 Aki B B C A 面白い点 に気付 いた と

思 った。

10/13(木)
ジ ョイナーの写真

を見て A A B A A
話題 が意外 で面 白か っ

た。
Osamu B A B A 喋 り方が面 白か った。

11/2(水)
Talkingonthe

telephone
A A B A A

身振 りが使 えた らいい

と思 う
Eddie(先 生) A A A A 身振 りが よか った。

11/5(土) 巨人優勝の写真 A A B A A もっといっぱ い話せれ
ば よか った。

Yumi A A B A とて もうまか った。

1

1 一
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5研 究 の 成 果 と課 題

第1分 科 会 で は,コ ミュ ニ ケ ー シ ョン活 動 の 中 のspeakingに 焦 点 を 当 て,話 す 力 や 話 そ う

とす る意 欲 を 高 め る指 導 の工 夫 と して,基 礎 か ら段 階 的 ・発 展 的 な活 動 を 行 っ て い くGCAの

実 践 に取 り組 ん だ 。 そ の結 果,次 の よ うな成 果 と課 題 が明 らか に な った 。

(1)成 果

7月 と11月 に行 った同 一 の実 態 調 査 の結 果 や,授 業 中 の 教 師 に よ る観 察 等 か ら,GCAの

取 り組 み の 成 果 と して,以 下 の六 点 が挙 げ られ る。

ア 意 欲 的 に コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン活 動 に挑 戦 して み よ う とす る姿 勢 が現 れ て きた 。

① 分 か ら な い こ とを 英 語 で ど う表 現 す る のか と い う質 問 が,積 極 的 に発 せ られ る よ うに

な った 。

② 多 少 の誤 りに は こだ わ らず,英 語 で表 現 しよ うとす る態 度 が 見 られ るよ う に な った 。

③ 一 部 の生 徒 か ら,外 国 人 英 語 指 導 員 の来 校 が 待 ち遠 しい とい う声 が あ っ た。

イ

ウ

エ

オ

カ

(2)課

GCAの 取 り組 み を 続 け る うち に,性 格 の異 な る二 っ の 活 動 の形 態 に気 づ い た 。 一 っ は事

実 を述 べ させ る活 動,も う一 っ は事 実 を踏 まえ,そ れ を一 歩 踏 み 込 ん で 個 人 の意 見 や 感 想 を

織 り込 ん だ 表 現 活 動 で あ る。 こ こで は,前 者 をDescribing(事 実 表 現)活 動,そ して 後 者 を

Expressing(意 見 や感 情 の表 現)活 動 と して 区別 した 。 そ こで 出 て き た課 題 は,以 下 の と お

りで あ る。

アGCA実 施 の際 のsituationの 与 え 方 を 研 究 す る必 要 が あ る。 これ は,実 施 上 の 留 意 点 と

も重 な る点 で あ る が,コ ミュニ ケ ー シ ョ ン活 動 と い う視 点 か ら,situationの 設 定 を 工 夫

し,GCAの 活 動 が よ りcommunicativeな もの に な る よ う に しな け れ ば な ら な い と い う こ

とで あ る。

イExpressing活 動 の評 価 方 法 の 確 立 が必 要 で あ る 。Expressing活 動 で は,Describing活

動 に お け る5WlHと い った評 価 の基 準 の設 定 が 極 あ て難 しい 。 そ こで,客 観 的 で か っ 合

理 的 な評 価 方 法 の確 立 が 是 非 と も必 要 で あ る。

ウ 相 手 に伝 わ り さえ す れ ば よ い と い う身 振 りや 単 語 だ け の表 現 か ら,よ り質 が 高 く正 確 な

表 現 力 の育 成 を 図 って い くこ とが 必 要 で あ る。 これ は,自 分 の 意 図 す る事 柄 を,意 見 や 感

想 まで 含 め て,あ る程 度 表現 で き る能 力 と積極 的 な態 度 が 身 に付 いて か らの課 題 で あ る と

言 え る。 つ ま り,伝 え よ う とす る気持 ち さえ あ れ ば,ジ ェ スチ ャ ーや,文 に な らな い単 語

の 使 用 だ け で も,自 分 の意 向 を相 手 に伝 え る こ と はあ る程 度 可 能 で あ るが,英 語 に よ る表

現 力 の 育 成 と い う観 点 か らは,文 で表 現 す べ き事 柄 は文 で表 現 で き る こ とが 望 ま しい 。 い

わ ば,英 語 に よ る本 来 の表 現 力 と もい え る この力 を,今 後 ど の よ うに育 成 して い くべ き か

とい う課 題 が 残 され た。

活動後 の評 価票 に,「 楽 し くや りとりがで きた」 とい う成就感 に満 ちた感想 が多か った。

自分 の ことを伝え,ま た相手 の状態 を聞 こうとす る姿勢が どの生徒 か らもうかが えた。

単語か ら文 へ と,生 徒の表現力の高 ま りが見 られ るよ うになった。

会話 の自然 な流 れを作 り出せ る生徒 が,数 多 く見 られ るよ うにな った。

writing活 動 に も,質 と量 の両面 において成果 が反映 されてい るよ うに思わ れ る。

題
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第2分 科会

1小 主題

「書 くこと」を基盤 と した表現力を高 め る指導 の工 夫

2小 主題設定の理 由

7月 に行 った実態調査 の結果 か ら,4技 能 の うち,英 語で 「書 くこと」 は,英 語 が好 きな

理 由の上 位 にあ るのと同時 に,英 語が好 きで はない理 由の上位 に もあるこ とが分 か った。 昭

和63年 度の 「教 育研究員報告書」研究 にお いて も,「書 くこと」 は,表 現力 を 高 め るた め に

有効 で はあ るが,個 人差が大 きい ことか ら,今 後の課題 と して,授 業 の中 で個 々の生 徒 に対

して指導 す る時間 を多 く設定す る ことなどが挙 げ られて いる。 この ことか ら,書 く力 を伸 ば

す ことは,「 積極 的に コ ミュニケー シ ョンを図 ろ うとす る態度」 の育成 にっ なが る もの と思

われ る。 また,自 分の考えや関心のあ ることを英語 で書 いて表現 した いとい う気持 ち はあ っ

て も,実 際 にそれが授 業中の意欲 に結 び付 いていない生徒 が多い ことが分か った。そ こで本

分科 会で は,「 書 くこと」 を通 して,自 分で表現す る機 会を多 く与 え,語 彙 力 や文 法 力 の育

成 を図 り,題 材 を工夫 し,適 切 に評価 をす ることによ って,表 現力 を高 めさせ,自 分 の考 え

や感情 な ど,表 現 したい事柄 を まとまった文章 と して書 き表せ るよ うにす る ことを 目的 と し

て研究 を進 めた いと考え,本 小主題を設定 した。

3仮 説

書 く題材 を工 夫 し,適 切 な助言 や評価 を しなが ら,自 分 で思 いっ いた ことを書 いて 表

現す る機会 を多 く与 えてい けば,表 現す る力 や意欲 が高 ま るであ ろう。

4具 体 的な方策

(1)指 導 の手順

仮説 に基 づ き段 階的 ・発展 的な工夫 が必要 と考 え,以 下 のよ うな指導 を した。

段階 目 的 状況の設定 指 導 内 容 評価の主な観点

第 見 た ことを 表 ビデ オ,写 真 思 いっ いた単語 を挙 げ さ ・単語 を多 く挙 げ られ た

1 現 す る力 を 高 絵 な どを見 て せ,そ れ を伝 え るの に効 か 。

段 め る 。 その状 況 を人 果 的であ る順 に並 べ替 え ・そ の単 語 を 使 って 多 く

階 に伝 え る。 させ な が ら作 文 させ る。 の文を作れ たか。

思 った こ と を 有名人へのファ 基 本 文 のPatternPrac一 ・基 本文型が効果的 に使

第
表現する力を ン レター を書 ticeを 行 い,そ の 文 型 を え た か 。

2

段
高 あ る。 く 。 含 む十個以上 の文 を作 ら ・英 文 を 多 く書 け た か 。

階
せ,で きた者 か ら教 師 が ・自分 の気持 ちを書 き表

チ ェ ッ ク し た 。 す こ とが で きた か 。
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ぼ

相手 の反 応 を 有名人と出会っ その人への手紙(第 二段
・現実的 な場面設 定 が で

第
考えて表現す たときのスキッ 階で作 った もの)を 紹介 き た か 。

3
る力 を高 め る。 トを作 る。 して お き,班 毎 に一 っ の ・対話文 が多 く作れ たか

段
situationの 会 話 を 作 文

・自然 な会話 文で あるか

階
さ せ る 。

② 指導 上 の留意点

上記 の指導 をす る上 で以下 の点 に留意 した。

ア 積 極的 に表現 した くな るよ うな題材を選 ぶ。

言 葉 を使 うの は,「 知 りたい,知 らせたい」 とい う気持 ちがあ るか らで あ る。 そ こで,

今回 は実態調査 の結 果か ら,多 くの生徒が興味を持 って いるスポー ツに題材 を絞 った。

イ 語彙力 ・文法力 を育成す る。

「書 け ないか ら書か ない」生徒 を少 しで も減 ら して い くため に,生 徒 が表現 した文 章 を

なるべ く生 か しなが らチェ ック し,語 彙力 ・文法力 の育成 を図 った。

ウ 書 くことが苦手 な生徒へ の配慮をす る。

「書 く力」 は個人差 が大 きく,自 由に表現 させよ うとすればす るほ ど,う ま くで きな い

生徒 も増 え る。そ こで,グ ループ学習 や段階的 な指導 などの工夫 を した。

工 正 しい英語 か ど うか よ りも,思 いついた語句 や文 の量,内 容 を優先 す る。

知 って いる英語 をで きるだ け活用 させ る ことが,表 現力 の育成 に とって は重要 であ るの

で,誤 りを気 にせず に様 々な語句や文 を使 えるよ うな雰囲気作 りに心掛 けた。

オ 聞 き手 や読 み手の こと もで きるだ け意識 させ る。

表現力 に とって大事 なのは,ま ず 「言 いたい ことが伝 わ ったか」 であ る。伝 え る相 手 を

想定 し,伝 えた い内容を明確 に表現 で きるよ うにさせ た。 ただ し,自 由 な表現 を妨 げな い

よ うに注意 した。

(3>指 導例

ア 第1段 階 「見 た ことを表現す る力 を高 め る 絵 や写 真,ま た は ビデ オの活 用 を通 し

て一 」 の具体例

① ね らい ・生徒 が興味を持 って いる題材を選 び,そ こか ら思 いっ く語句 をで き るだ け多

く挙 げ させ ることによ り,使 え る語句 を増 やす。

・互 いに語句を出 させ る ことによ って,自 分 が今 まで意識 しなか った語彙(力

タカナ英語を含む)に 気付 き,そ れを用 いて表現 しようとす る意欲を高あ る。

② 指導過程

教 師 の 指 導 生 徒 の 活 動 留 意 点

◎ サ ッカ ー の試 合 の ビデ ォ

を 見 せ,そ の あ とサ ッカ ー

に関 連 した絵 や写 真 を 提 示

(1>ビ デ オ,絵,写 真 を 見

て,状 況 を っ か む 。

(2)状 況 を説 明 す る語 句 を

・で き るだ け多 くの語 句 を 思

い浮 か べ るよ う に させ る。

・英 語 の既 習 語 だ け に と らわ
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して語 句を考 えさせ る。 考 え,発 言 す る。 れず に発言 させ る。

(D絵 や写真(下 の絵参照) ③ 板書 され た語 句を,ノ ー ・板書 された語句 が多数 の時

を参考 に,思 いっ いた語 トに記 入 す る。 は 、 選 ん で ノ ー ト さ せ る 。

句 を あ げ させ る。 (4)説 明 に効果的 なよ うに

② 生徒が挙げる語句を板 語句 に順番を付 ける。

書 す る。

③ 板書 した語句を,説 明に

効果的な順に並べさせる。

◎ ノー トに書 かれ た語句 を (1)ノ ー トを 見 な が ら,状 ・既 習 の文 型 を思 い出 させ る。

用 い て,作 文 を させ る。 況を説明す る文をっ くる。 ・で き るだ け多 くの文 を 書 か

(D記 入用紙 を配布す る。 (2)説 明 に効 果 的 な よ うに せ る 。

② 注意点 を説明す る。 文 を 並 べ る。 。記 入用紙 にて いねいに清書

(3)机 間巡 視 して,助 言 を (3>記 入 用紙 に清 書 す る。 さ せ る 。

す る 。

(4)完 成 した者 か ら提 出 さ

せ る 。

一

一

駕凝

響
〔NEWCROWN1(三 省堂)P49よ り〕 〔中学体育実技(学 習研究社)P134よ り〕

③ 考 察

前 半,ビ デ オ等 を 見 て 状 況 を っ か む と こ ろで は,生 徒 は視 覚 的 な刺 激 に よ く反 応 し,活 発

に発 言 で きた 。 特 に,思 いつ い た語 句 を ロ頭 で 出 し合 う場 面 で は,互 い に語 彙 力 を 高 め る効

果 が あ った よ うに思 え る。 英 語 が 不 得 意 な生 徒 も,自 分 の考 え た語 句 が 板 書 さ れ た 時 な ど は

そ れ が き っか け と な って,そ の語 句 を用 いて 作 文 す る意 欲 を も った 。

後 半 は,で き るだ け多 くの文 を 書 くよ う指 示 した の で,生 徒 は既 習 の 文 型 を す べ て取 り入

れ よ う と努 力 して い た。 そ の過 程 で,肯 定 文 や 否定 文 に とど ま らず,命 令 文 や 疑 問 文 も用 い

て い た生 徒 が数 多 く見 受 け られ た が,こ の こ と は,コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを あ る程 度 意 識 して

書 いて い る こ との証 拠 で あ る と も考 え られ る。

一12一



イ 第2段 階

① ね らい

「思 ったことを表現す る力 を高 ある一二手紙文 の作成 を通 して一 」 の具体例

三浦知良への手紙を書 き,自 分の気持 ちを書 き表す ことによ って,積 極的 に コ

ミュニケー ションを図 ろ うとす る態度 を育成 す る。

② 指導過程

教 師 の 指 導 生 徒 の 活 動 留 意 点

◎第1段 階 で行 って きた作品 ・今 日や る事 を ま ず

例 を紹介す る。 明 らか に し、 目的 意

既 習の基本文型を列挙 した プ リン トを見 な が ら 識 を もって聞 かせ る

プ リ ン トを 配 布 しPattern PatternPracticeを 行 う 。 よ うにす る。

Practiceを 行 う 。 今 までに学習 した

内容を思い出させ る。

◎手紙文 を書 かせ る。 手紙文を書 く。 ・基本文型 を使 って

(1)プ リ ン トを 配 布,説 明 (1)構 想 を 練 る。 手紙文 を書かせ るよ

し,手 紙 文 の 例 を 示 す 。 ② メ モを 取 る。 う に す る。

(2)机 間巡 視 しなが ら助 言 (資料1参 照) ・手紙文 は 日本 語 ま

を与 え る。 (3>英 文で手紙文 を書 じりで もよ しとす る。

(3)完 成 した者 か ら提 出を く 。

させ て,間 違 って い る箇 (資 料2参 照) ・なるべ く和英 辞 書

所 を指摘 し,そ の間違 い (4)完 成 した後,間 違 は使わ ないよ うに さ

を 考 え させ る。 いを指 摘 され た ら, せ る 。

その間違 いを考 えて ・目標 は10文 以 上 と

な お す 。 さ せ る 。

◎ ま とめ ・で きな か っ た 者 も

間違 いを訂正 し終 わ った者 間違 いを訂正 し終 わ っ 時間が きた ら提 出 さ

か ら前 へ 出 て 来 させ る。 た ら前 へ 出て い き,全 部 せ る 。

全部訂正 し終わ った ら提 出 訂正 し終わ った ら提 出す

さ せ る 。 る 。

③ 考 察

サ ッカ ー につ いて は,関 心 の高 い生 徒 が多 く,英 語 を不 得 意 とす る生 徒 で も熱 心 に 取 り

組 ん で い た。 英 語 を 書 くのが 困 難 な生 徒 で も,日 本 語 で メ モ を と る と ころ で 何 とか 参 加 し

て い た 。

手 紙 文 を書 くこ とを,第1段 階 で の 活 動 やPatternPractice,メ モ を と る と い っ た活 動

の 後 に行 った の で,書 き出 しが 思 って いた よ り ス ム ー ズに 進 ん だ 。

尚,PatternPracticeで は,既 習 の基 本 文型 を全 体 的 に復 習 で き る よ うに した 。

生 徒 は,十 個 の 文 を完 成 した 後,教 師 か ら指 摘 され た 間違 いを 自分 で 考 え る よ うに な っ
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た。 また,全 ての間違 いを訂正 し終 えた ところで教 師に提 出す るよ う指 示 した と ころ,生

徒 は何度 も手紙文 を教 師に見せに来 るな ど,手 紙文 を完成 させ る作業 に意 欲的 に取 り組 ん

で いた。

資料1

Let'stry!
英語科通信Nα26

KANAIJ。H.S,

KAZUに フ ァ ン レ ター を出 そ う!

(三浦知良)
KAZUを よ く知 らない人 は,そ の他の有名人,身 内の人 などで も良 い

1.今 までに習った基本文型を使って,で きるだけたくさん文を書いてみよう。

まず日本語で,で きるだけ簡単な文章で手紙を書いてみよう。それを,英 語 になお し

てみる。(目 標は10文)

例)Hell・!MynameisShigekiKitasaka.rma・Englishteache・inKanai

juniorhighschoo】inMachida・Pmastallasyou.11ikeplayingsoccervery

muCh.〔(have)P;ayedSOCCerinrnysCh(》OldayS.

BythewayJapanlostthegametoKQreainAsiatQumament,

Buしtryyourbestl,、VearesupPortingyou,It・ ・・…

田零緬,ゆ 覗w
_Jj蜘tnM,11 ・ユユ」勤』眺」一

』__函 幽 ユ胎」k仙・畑_一.

`eVN・ 凱㌔ Ψ

へに の 弘 ㍗・鼠 虹___

.ユ蹴 コL__

・ 電_覧 窪一一
資料2

⊂εNCし15H,工一_一一一 一一
一_一.雄一.一一一 廼雌
2年 ユ 組No.

名前轟 .
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ウ 第3段 階

① ね らい

「相手 の反 応を考えて表現す る一 スキ ッ トの作成 を通 して一 」 の具体例

・現 実的な場面設定を させ,で きるだ け多 くの対話 文を作 らせ ることによ って

積極 的な コ ミュニケー ションを図 ろうとす る態度を育成す る。

・自然 なや りと りを作文 させ ることによって,相 手の意 向を くみ とりなが ら表

現 す る力 を養 う。

② 指導過程

教 師 の 指 導 生 徒 の 活 動 留 意 点

◎以 前 に作文 した 「有名 人 へ ・や る こ とを まず 明 らか に し

の手 紙 」 の 一 っ を紹 介 す る。 て,目 的 意 識 を も って 聞 か

(1)朗読 す る 。 (1)教 師 が二度読 むの を聞 く。 せ る よ うにす る。

② 内容 理解 の確認 。 ②教 師の質問 に答え る。 ・作成す る意欲 がわ くよ うな

③再度 朗読す る。 (3)再 度 聞 く。 内容 の ものを紹介 す る。

◎ ス キ ッ トを作 成 させ る。 ・ス キ ッ トを 作 成 す る 。 ・班 全 員 で取 り組 ま せ る。

(資 料3参 照) ・自分 だ った ら何 を 話 した い

(1)作成 プ リ ン トと和 英 辞 書 を ①机 をあわせ る。 か を よ く考 え させ る。

配 布 す る。 ② 聞 きた い こと等 を考 え る。 ・場 面 を しっか り設定 させ る。

②注意点 を説明す る。 ③場面 を設定 す る。 ・未習単語 はな るべ く使 わ な

(3)机間巡視 して助言を与える。 ④構想 を練 る。 い よ うに させ る。

(4)で きた 班 か ら確 認 を し,文 ⑤英文 を書 いてい く。 ・完成 してか ら文法 や話 の流

法 の誤 りなどを指摘す る。 ・教 師 の確 認 を受 け る。 れな どを確認 し、再 度考 え

(5)推敲 させ る。 ・文 法 の誤 り等 を訂 正 す る。 さ せ る 。

※ 次 の 時 間 に 「班 対 抗 ス キ ッ トコ ンテ ス ト」 を行 う。(資 料4参 照)

③ 考 察

班 毎 に 作 成 した こ とで,英 語 が不 得 意 な生 徒 も場 面 設 定 を考 え た り,話 の流 れ を 考 え た

りす るな ど,作 成 に参 加 す る こ とが で きた 。 資料3に,推 敲 前 の原 稿 を あ げ た が,一 一 は

文 法 的 な 誤 りを,〈 は よ り 自然 な コ ミュニ ケ ー シ ョンの た め に も う一 文 入 る の で はな い か

とい う こ とを,そ れ ぞ れ教 師 か らの助 言 と して示 して い る箇 所 で あ る。 この 作 品 が完 成 し

た後 で 文 法 等 を チ ェ ック した が,単 な る和 文 英 訳 と違 い,自 分 の伝 え た い こと が よ り正 確

に伝 わ る よ うにす る た め の チ ェ ッ クで あ った の で,生 徒 はむ しろ訂 正 され る こ とを喜 ん で

受 け 入 れ て い た。 これ らの こ とか ら,「 自然 な 会 話 」 を 作 文 さ せ る こ と は,自 ら相 手 の 反

応 を考 え る,す なわ ち,「 相 手 の意 向 を くみ と る」 こ とを 習 得 させ る上 で,有 効 で あ っ た

と考 え る。

限 られ た 時 間 の 中 で これ らを完 成 させ る こ とは,生 徒 に と って 苦 労 も多 い が,「 も っ と

書 きた い 」 と い う気 持 ち は,次 回 へ の意 識 づ け に もな った よ うに思 う。 また,資 料4に 簡

略 化 した 「班 対 抗 ス キ ッ トコ ンテ ス ト採 点 表 」 を 挙 げ たが,次 の授 業 で班 対 抗 で発 表 し,

お 互 い に評 価 や 審査 を す る機 会 を 与 え られ れ ば,成 就 感 も増 し,次 回 へ の意 欲 にっ な が る
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と感 じた。
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「資料4」 班 対 抗 スキ ッ トコ ンテ ス ト採 点 表

項目(各3点) 1班 2班 3班 4班 5班 6班
感想

現実的な場面設定

や りとりの 自然 さ

単語の簡単さ

演技力

声 の大 きさ

一一一一 一 一

合計(15点 満 点)

..一
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5研 究の成果 と課題

第1～ 第3段 階 までの段階的 な指導を通 して明 らか にな った成 果 と課題 は,以 下 の とお りで

あ る。

(1)成 果

ア 単語 が分 か らな いとい う問題を解決す るために,多 くの単語 を生徒 にまず与 え る方 法 も

あるが,生 徒 に適切 な題 材を与え,表 現 しよ うとす る意欲を高 あ させ ることに よ って,単

語 を習得 させてい く方法 も効果的で あることが分か った。

イ ビデオな どの画面 を見て,ほ とん どの生 徒 は関連す る語句を言 うことがで きた。 お互 い

に語句 を出 し合 うことによって,今 まで意 識 しなか った語彙(カ タカナ英語 を含む)に 気

づ き,そ れを使 って文を書 くこと もできるとい う気持 ちを,ほ とん どの生徒 は もっ ことが

で きたよ うに思 え る。

ウ 題 材 を工夫 す ることによって,今 まで英語 が不得意だ った生徒 も使 いたい語 に興味 を も

ち,自 分 で調 べてい こうとす る意 欲が見 られ た。

工 自分 で表現 したい内容 が次々に膨 らみ,自 分で調べ た り,聞 いた り しなが ら,相 手 に正

確 に伝 えたい とい う気持 ちが強 まって きたように思 える。 この こ とは,正 しい文を書 きた

い,っ ま り文法 的に もきちん と した英文を書 きたい,と い う姿勢 にっ なが って きた。 そ し

て一 歩進 んで,ど ういう表現,言 い回 しが最 も適切か を考え た り,よ り優 れた文 が出来上

が るよ う意識 して文 を書 くよ うにな って きた。

オ スキ ッ ト作 りで は実際の場面 を 自分達 で想定 し,創 作を楽 しみ なが ら,次 々 に場面 作 り

に取 り組 んでいた。 したが って,生 徒 の表現力 は一段 と高 まったよ うに思 え る。

カ グループで活動す る ことによ り,お 互 いに助 け合 いなが ら作業を進 めたので,全 員 の生

徒 が スキ ッ ト作 りに参加 す ることがで きた。

キ 指 導後 に再 び行 った調査 で は,前 回何 か ら書 き始めて よいか分か らず躊躇 して いた生 徒

が,間 違 いを恐 れず に多 くの文 を書 くことがで きた。「先生,ス キ ッ トに して もい い?」

とい う質問 まで出て,自 然 な会話 に近 いものまで出て きた。

ク 段 階を踏んだ指導 をす るうちに,生 徒 自身が教科書の題材を上手に利用 し,コ ミュニケー

シ ョンに有効 な手 だてを学 んでい くよ うにな って きた。

② 今後 の課 題

ア サ ッカーを あま り知 らない生徒 に とっては,取 り組 みに無理 もあ ったので,共 通 のテ ー

マの選択 が必要 である。

イ 間違 いが あって も表現 したい ことをた くさん書 かせ るのか,ま たは文法的 に正 しい文 で

表現 す るよ う指導 して い くのか,個 人 の達成 目標 とも関連 させ なが ら,検 討 を重 ねて い く

必要 があ る。

ウ 自由に表現 させよ うとすればす るほど,う ま くで きない生徒 も増 え るので,個 別指導,

時間 の とり方 を工 夫す る必要があ る。

工 今後 は,新 出単語 の導 入の際に文を作 らせ たり,定 期 テス トにおいて 自由 に文を作 らせ

た りす る等,継 続 的に指導 してい く必要があ る。

オ 教科書 の進度,単 元 との関連等 を考慮 しなが ら指導 して い く必要が ある。

力 評 価 の在 り方 も,工 夫 ・改善 して いく必要 があ る。
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第3分 科会

1小 主題

表現 力を高あ るこ とを通 して,積 極的 にコ ミュニヶ一 シ ョンを図 ろ うとす る態度 を

育成 す る指導の工夫

2小 主 題 設 定 の理 由

学 習 指 導 要 領 「外 国語 」 の 目標 に は,「 外 国語 で積 極 的 に コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを 図 ろ う と

す る態 度 」 の育 成 が あ る。 コ ミュニ ケ ー シ ョン能 力 を身 に付 け るた めに は,コ ミュ ニケ ー シ ョ

ンを 図 ろ う とす る意 欲 的 ・積 極 的態 度 が特 に重 要 で あ る。

本 分 科 会 で は,こ の こ とを踏 ま え,コ ミュニ ケ ー シ ョ ン能 力 の育 成 を 目指 して,積 極 的 に

コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを 図 ろ う とす る態 度 を育 成 す る ため の 指 導 法 にっ い て考 察 す る こ と に し

た 。

実 態 調 査 の結 果,「 自分 の 関 心 の あ る こ とな どに っ い て,英 語 で 話 した り書 い た り して み

た い です か 」 と い う問 い に っ い て は,「 は い」 と答 え た生 徒 の数 が予 想 外 に 少 なか った 。

こ の こ とか ら,生 徒 が授 業 で活 動 しやす い雰 囲 気 や,「 英 語 を も っ と使 って み た い」 と 自

ら思 うよ うな指 導 の あ り方 を工 夫 す る こ とに した。 特 に,授 業 に お け る生 徒 の言 語 活 動 は,

教 師 の発 話 の方 法 に よ って大 きな影 響 を受 け る と思 わ れ る の で,効 果 的 なTeacherTalkの

在 り方 に も着 目 しな が ら,本 研 究 を進 め る こと に した。

3仮 説

小 主 題 の具 現 化 の た め,次 の よ うな仮 説 を設 定 した。

教 師 がTeacherTalkを 効 果 的 に用 い,さ らに,ペ ア ・ワ ー ク や ス キ ッ トを 用 い な

が ら,生 徒 に コ ミュニ ケ ー シ ョンを ス ム ー ズ に進 め る方 法 を獲 得 させ れ ば,積 極 的 に

コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを図 ろ う とす る態 度 を 育 成 す る こ とが で き るで あ ろ う。

4具 体的な方策

上記 の仮説を受 けて,そ の仮説 が実証 され るよ うに,次 の二っの方法 を実際 の授業 の 中 で

取 り入 れてみ る ことに した。

(1)方 法1

教 師 か らの一 方 的 なClassroomEnglishで は な く,場 面 に応 じて 積 極 的 にTeacherTalk

を 使 う よ う心 掛 け て い く。

特 に,今 ま で は あ ま り注 目 され て い なか った,場 面 に即 した表 現 を 意 図 的 に使 用 しな が ら

教 師 の使 った英 語 を生 徒 も自然 に使 え る よ うにす る。

<方 法1の 具 体 例>

a。 もの を生 徒 に渡 す 時:

Hereyouare,/Hereitis.
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b.相 づ ち を 打 っ 時:

O.K./That'sright,/Really?/WelL./Letmesee_/Waitaminute.

c .何 か 生 徒 に 頼 む 時:

Willyou～?/～,please.

d.確 認 す る 時:

Areyousure?/Areyouallright?/Doyouthinkso?

Oh,do(did)you?/Isthereanythingelse?

e.生 徒 の 言 っ て い る こ と が わ か ら な い 時:

Pardon?/Oncemore,Please./Sorry,Ican'thearyou.

f.励 ま す 時:

Tryyourbest,/Maybeyoucan./Don'tbeafraid.

Don'twOrry./That'sO.K./Ithinkthat'sagoodquestion.

9.あ や ま る 時:

Sorry,Idon'tknowthat./Excuseme.な ど

② 方 法2

ペ ァ ワ ー ク や ス キ ッ ト活 動 の 中 で,生 徒 の応 答 がYes.やNo.等 の 最 小 限 度 の 応 答 に と ど

ま る こ と な く,何 か 一 言 っ け加 え る習 慣 を 身 に付 け させ る。

そ の 内 容 は,何 で もよ い か ら一 言 付 け加 え るの で はな く,状 況 や場 面 に 応 じ,最 も適 切 な

一 言 を言 え る よ うに練 習 さ せ る。

特 に,次 の よ うな状 況 や場 面 で の一 言 を 扱 う。

電 話 で の会 話/シ ョ ッ ピ ング/時 間 を尋 ね る/も の を 依頼 す る時/

相 手 の言 って い る こ とが わ か らな い時/知 らな い人 に話 しか け る時 な ど

〈 方 法2の 具 体 例 〉

①CommunicationStrategiesを 意 識 したGuessWorkの 指 導 例(2年)

・授 業 の 最 初 のWarm-upと して,あ る い は新 出事 項 の導 入 と して,位 置 付 け た。

・継 続 的 に お こな う こ とを,前 提 と した 。

・この活 動 を行 うた め の 時 間 は,長 くて10分 と した 。

・この活 動 は,ペ アで 行 う。

・GuessWarkで ,自 分 が相 手 の 答 え を 当 て た場 合,必 ず,場 面 に即 した一 言 を っ け加 え

る よ うに したQ
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ペ ア ・ ワ ー ク の 例

部屋に何があ りますか?

1.Thereisa

2。Thereisa

3.Thereisa

1nmyroom.

inmybrother'sroom.
コ 　 タ
1nmySISterSrOOm,

Dialogue:

A:Isthereacomputerinyourroom?

B:No,thereisn't.

A:Isthereainyourroom?

B:(当 た っ て い な け れ ば)No,thereisn't.

(当 た っ て い れ ば)Yes,thereis.

A:Oh,youhaveagoodthing!(い い 物 も っ て る ね!)

φNo.2,3に っ いて は,

1、therea;・y・u・b・ ・ther'sr。 ・m?
1nyOUrSiSter'SrOOm?

・h,18,h・ ・ag・ ・d・hi・g!

選ぶ語句

TV/air-conditioner/videO-deck

bed/CDpユayer/tape.recorder

DATE

YOURPOINTS

YOURPARTNER

☆ ☆ ☆

DIDYOUWIN? YES/NO

明日の予定は何ですか?

1.1'mgoingto

2.Myfriendisgoingto

3.Mybrotherisgoingto

tornorro、V.

tomorrOW.

tomorrOW,

⊇ 壁:

A:Areyougoingtoseethemoviestomorrow?

B:No,1'mnot.

A:Areyougoingtotomorrow?

B:(当 た っ て い な け れ ば)No,1'mnot.

(当 た っ て い れ ば)Yes,Iam.

A:Oh,really?

るNo.2,3に っ い て は,

1・ 識 欝 認
erg・i・g・ ・

tomorroW?

選ぶ語句

goshoPPing/stayinbedlate/gotojuku

pユaybasketball/c]eantheroom/gotothegamecenter

DATE

YOURPOINT

YOURPARTNER

☆ ☆ ☆

DIDYOUWIN? YES/NO
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[考 察]

・た だYes/Noを 当 て るだ け の活動 で な くな った 点 は,良 か った 。

・状 況 に応 じて最 後 の 一言 が 変 わ る ので,生 徒 に と って も使 い方 の違 いが学 習 で きて良 か っ

た。

・ペ ア ・ワー クの話 題 を生 徒 に と って 興 味 あ る もの に した こ と に よ って,生 徒 が 飽 きず に ,

楽 しん で活 動 で きた 。

・こ の活 動 は,授 業 の 導 入 と復 習 の両 方 に使 うこ とが で き るの で ,と て も効 果 的 だ っ た。

・ゲ ー ム的 要 素 を 含 ん だ 活動 だ っ た ので ,生 徒 は意 欲 的 に取 り組 む ことが で きた 。

② ス キ ッ トを用 い た具 体 例

2～3人 の グル ー プ で 既 習 の 重 要 表 現 を 使 って ス キ ッ トを 作 成 させ,発 表 さ せ る。 ス キ ッ

トを 作 る際,相 手 の言 葉 に対 して,Yes.No.な ど単 発 に答 え る の で は な く,質 問 し た り,

相 づ ち を う った り,自 分 の 意 見 を 加 え た り しなが ら,会 話 が 発 展 す る よ うに留 意 させ る。 ま

た,ス キ ッ トを発 表 した後 で,教 師 の評 価 に加 え,生 徒 同 士 の 相 互 評 価 や,前 回 と比 べ て の

自己 評 価 等 も加 え,評 価 の 仕 方 を 工 夫 す る こ と に よ って,話 そ う とす る意 欲 を喚 起 した。 さ

らに,ス キ ッ トを使 用 して の指 導 は,指 導 内 容 や,指 導 す る学 年 に応 じて段 階 を ふ む こ と に

した 。

第

段

階

第

二

段

階

第

三

段

階

次 の手 順 に よ り重 要 表 現 の 定 着 を 図 る。

・具 体 的 な場 面(た とえ ば ,「 お店 で」 「電 話 で 」 「ア メ リカ人 と出会 う」 「～ に い っ た

経 験 」 な ど)を 設 定 す る。

・あ る程 度 形 式 の 定 ま ったdialOgueの 空欄 に ,そ れ に あ った 表 現 を入 れ さ せ る。

・ワ ー ク シー トを 使 って重 要 表 現 のPatternPracticeを さ せ る。(資 料5参 照)

第一 段階 で習得 した重要表現 の応用練 習を させ る。

・生 徒同士で 自由に スキ ットを考 え させ る。

・全員の前 で発表 させ る。(資 料6参 照)

具 体 的 な場 面 で,状 況 に応 じた応 答 が で きる よ うに させ る 。

第 二 段 階 を,よ り発 展 させ た形 と して,ALTと の テ ィ ー ム テ ィ ー チ ング な ど の場 面

を通 して,相 手 の 発 言 に対 して,質 問 を した り,相 づ ち を打 った り,聞 き返 した り,

自分 の意 見 を っ け加 え た り して,自 分 で 考 え て 会 話 を っ な げ る練 習 を さ せ る。
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資料5

資料6

お店での会話

★ペァで雰囲気を考えながら、やってみましょう!

Dialogue1:(品 物 を 買 う場 合)

店 員Hello.CanIhelpyou?

客Yes.Willyoushowmesome?

店 員Sure.Thisway,please.

客(選 ん だ 物 を 手 に 持 っ て)1'11takethisone.

It'sabirthdaypresentfor

店 員:ShallIwrapit?

答:YeSlplease.

Dialogue2:(品 物 を 買 わ な い場 合)

店 員:Hello.CanIhelpyou?

客:No,rmjustlooking.Thankyou.

店 員:O.K.!

(店員)A

(客)

: Hello.canIhelDvou?

B:

A:

B:

一 一

Yes.willvoushowrnesomeシ ュ ー ズ?

Sure.Thiswav.Dlease.一 一

rlltakethisone.It'sabirthdaヱpresentfoy

mヱdog.

A:

B:

A:

B:

A:

B:

A:

B:

What'sサ イ ズ?

30cm

☆Pardonつ

30cm

☆ ヱourdo9?

Yes.NameisHaDDv.verycute.一一

〇k,ShallIwrapit?

YeSDIease一

[考 察]

ア 前 記 の 第 二 段 階 で の実 践 例 の よ うに,短 い会 話 を っ な げ るの に有 効 な表 現 を使 って い る

(資 料6の ☆ 印 参 照)

ス キ ッ トの会 話 は そ れ 自体 は,決 して 難 しい表 現 を 使 って い るわ け で は な い が,全 体 の

流 れ と して は,ス ム ー ズ に会 話 が流 れ て い る。

イReally?Andyou?Howabout～?Why～?Bytheway～,な ど,聞 き返 した

り,相 づ ち を うった り,話 題 の 変換 を はか るな ど,話 題 をっ な げ よ う とす る工 夫 が み られ

るよ うに な っ た。

ウ 例 え ば,HaveyoueverbeentoYokohama?の 質 問 に対 して,相 手 が 自分 の気 持 ち を

一 言 付 け加 え た こと に よ って ,「 次 の 日曜 日 に一 緒 に行 こ う」 と い う約 束 に ま で 会 話 が 発

展 した ケ ー ス もあ った。

工 以 上 の 点 を ま とめ る と,ま ず,生 徒 自身 が興 味 ・関心 の あ る題 材 や,話 そ うとす る必 然

性 の 高 い場 面 を設 定 し,さ らに場面 に即 した一 言 を つ け加 え させ る練 習 を 行 え ば,断 片 的

な 会 話 か ら,少 しず っ 会 話 を発 展 す る こ とが で き る よ うに な る こ とが 分 か っ た 。 さ らに,

適 切 な評 価 をす る こ とに よ って,よ り積 極 的 に コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを 図 ろ う とす る態 度 の

育 成 を図 る こ とが で き る と考 え られ る。
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5研 究 の 成果 と課 題

生 徒 に と って,習 得 した英 語 を実 際 の コ ミュニ ケ ー シ ョ ン活 動 に結 び付 け られ な い こ とが,

英 語 の学 習 に対 す る意 欲 を高 め られ な い原 因 の一 っ とな って い る 。 コ ミュニ ケ ー シ ョ ン活 動

の 中 で も,と りわ け話 す こ とは,生 徒 が最 も行 い た い と思 って い る活 動 で あ るが,話 す た あ

に は,話 す相 手,話 す 場 面,話 す た め の話 題 の三 つ の要 素 が必 要 で あ る。 した が って,生 徒

に英 語 で話 す 力 を 身 に付 け させ るた め に は,こ れ らの要 素 を意 図 的 ・計 画 的 に設 定 しな け れ

ば な らな い。 本 分 科 会 で は,こ れ らの こ とを考 慮 しな が ら研 究 を進 め た 。 そ の 結 果,明 らか

に な った研 究 の 成 果 と課 題 は,以 下 の とお りで あ る。

(1>成 果

ア 暗記 だ けで 終 わ る の で はな く,伝 達 す る内容 を 自分 な りに理 解 し,何 とか 相 手 に 伝 え よ

う と努 力 す る生 徒 の姿 が 見 られ る よ うに な った 。 この こ とか ら,コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン活 動

を通 して,生 徒 自 ら自分 の よ さや可 能 性 を高 め よ う と努 力 して い る こと が分 か った 。

イ 自己評 価 に よ って,授 業 へ の集 中 力 や興 味 ・関心,積 極 的 な 態 度 が 以 前 よ り身 に付 い て

きた よ う に思 え る 。 ま た,「 楽 しか った」 「分 か っ た」 と い う評 価 も見 られ る よ う に な っ て

きた 。

ウALT(AssistantLanguageTeacher)と の授 業 に お いて も,積 極 的 に会 話 を す る生 徒 の

数 が 増 え て きた。 ま た,時 に は タイ ミ ングの よ い応 答 や 自信 の あ る話 し方 を す る生 徒 の 姿

も見 られ る よ うに な って きた 。

工 会 話 中 にEyecontactが 取 れ る生 徒,相 手 が 理 解 しや す い よ うに身 振 り,声 量,話 す ス

ピー ドな ど を工 夫 して い る生 徒 も見受 け られ る よ うに な って き た。

② 課 題

ア ス キ ッ トの 内容 は,生 徒 に と って 身 近 で 表現 しやす い題 材 を 選 ぶ ことが大切 であ るので,

そ の 選 定 を さ らに工 夫 して い く必 要 が あ る。

イ ペ ァ ワー クで の生 徒 の ア ド リブを 生 か しなが ら,会 話 が 発 展 して い く方 法 を さ らに研 究

す る必 要 が あ る。

ウ ス キ ッ トの評 価 を 行 う に当 た って は,積 極 的 に 話 そ うとす る態 度 や,ス キ ッ トの独 創性,

Non-verbalな 表現(身 振 りや顔 の表 情)の 豊 か さ等 を,特 に 高 く評 価 す べ きで あ る 。 し

た が って,ス キ ッ トに お け る評 価 の 在 り方 も,今 後 さ らに研 究 しな けれ ば な らな い。

エTeacherTalkは 常 に 生徒 に と って理 解 しや す く,し か も正 し い英 語 で 行 う こ と が 重 要

で あ る。 した が って,TeacherTalkの 内 容 だ けで な く,話 し方 につ い て も研 究 を深 め る

必 要 が あ る。 そ の際,小 道 具 や 身 振 りを 効 果 的 に活 用 し,初 め て の表 現 に も 日本 語 に よ る

解 説 を で き るだ け 介 在 させ ず,臨 場 感 の あ る 自然 な英語 を 聞 か せ る工夫 を す る必要 が あ る。

オ リス ニ ン グを重 視 しなが ら,ス ピー キ ング に対 す る興 味 ・関 心,意 欲 を 高 め る指 導 法 を

さ らに研 究 す る必 要 が あ る。

*「 表 現 力 を 高 め る こ と を通 して,積 極 的 に コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを 図 ろ う とす る態 度 を 育

成 す る」 た め に は,教 師 の 日頃 の 指導 法 の工 夫 ・改善 は言 うまで もな い。 した が って,今

後 も この こ とに関 す る研 究 を深 め て い きた い。
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Vま とめと今後の課題

本 研 究 は,「 表 現 力 を高 め,積 極 的 に コ ミュニ ケ ー シ ョンを 図 ろ う とす る態 度 を 育 成 す る指

導 の工 夫 」 を 三 っ の分 科 会 にお いて,そ れ ぞ れ 仮 説 を立 て て 研 究 した もの で あ る。

第1分 科 会 で は,「 話 す こ と」 を 中心 と した コ ミュニ ケ ー シ ョン活 動 を 研 究 した 。 実 態 調 査

に よ る と 「話 す こ と」 は,生 徒 が も っ と も身 につ け た い と思 って い る英 語 の力 で あ る。

しか し,現 実 に は授 業 に お い て生 徒 が英 語 を話 す 機 会 が 少 な くな りが ち で あ った 。 そ こ で,

コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン活 動 を多 く授 業 に取 り入 れ る こ とで,生 徒 の話 す 力 や意 欲 を育 成 しよ う と

考 え た。 単 に英 語 を話 す 機 会 を 多 く作 るだ け で な く,は じめ は簡 単 な絵 を見 せ て基 本 的 な文 を

言 わ せ,生 徒 の レベ ル に応 じて段 階 的 ・発 展 的 な コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン活 動(GradedCommuni

ca-

tiveActlvity)を 通 して,話 す 力 を付 け させ た 。生 徒 た ち は,こ の活 動 を 通 して 質 ・量 の 両 面

に お いて の 表 現 力 が高 ま り,「 話 す こ と」 へ の意 欲 にっ な が った 。

第2分 科 会 で は,「 書 くこ と」 を 中心 と した コ ミュニ ケ ー シ ョン活 動 を 研 究 した 。 生 徒 た ち

は 自分 の考 え や 興 味 の あ る こ とを英 語 で書 き た い と い う気 持 ち は あ って も,実 際 に授 業 で の 意

欲 に結 びっ いて い な い傾 向 に あ った。 そ の原 因 は,授 業 で 取 り上 げ る教 材 が,必 ず しも生 徒 の

興 味 ・関心 と適 合 して い な い こと や,生 徒 の 語 彙 力 ・文 法 力 の不 足 に あ る と考 え た 。

そ こで,語 彙 力 と文 法 力 を 育 成 しなが ら,あ くまで生 徒 の興 味 ・関 心 の あ る写 真 や絵 な ど を

活 用 し,段 階 的 に 文 を 書 か せ る指 導 を した 。 段 階 を踏 ん だ 指 導 を す る う ち に生 徒 自身 が 題 材 を

上 手 に利 用 し,コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンに有 効 な 手 だ て を学 ん で い くよ うに な って きた 。

第3分 科 会 で は,積 極 的 に コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを 図 ろ う とす る態 度 の 育 成 とい う 「情 意 面 」

を 中心 に研 究 した 。 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力 の育 成 を め ざ す と き,知 識 ・技 能 を修 得 させ る と

と もに,情 意 面 を 育 成 す る こと は欠 か す こ とが で きな い重 要 な テ ーマ で あ る。 授 業 に お いて,

教 師 の指 導 方 法 を 工 夫 す る こと が生 徒 の意 欲 や 態 度 に大 きな影 響 を与 え る と考 え た 。

実 態 調 査 の結 果 に よ れ ば,教 師が 英 語 を 使 って授 業 を進 め る こ とを 歓 迎 す る生 徒 が 多か った。

そ こ で,教 師 か らの一 方 的 なClassroomEnglishだ けで な く,教 師 と生 徒 の コ ミュニ ケ ー シ ョ

ンを考 え たTeacherTalkを で き るだ け多 く使 うこ とに よ って,英 語 で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンを

図 る こ とに慣 れ させ よ うと試 み た。 また,相 手 か らの質 問 に対 して,Yes,./

No,.だ け で 答 え るの で な く,そ の場 面 に応 じて,自 分 の 考 え を 一 言 っ け加 え た

り,聞 き返 した りす る こ とが で き るよ うに スキ ッ トや ペ ア ・ワー クを使 って訓 練 した 。 こ の こ

とが 会 話 を よ り発 展 させ る き っか けに な り,表 現 力 を高 め る こ とに もっ なが っ た。

こ の研 究 を通 して 感 じた こ と は,授 業 の 中 で生 徒 の コ ミュ ニ ケー シ ョ ン活 動 を 多 く取 り入 れ

る場 合,で き るだ け生 徒 の興 味 ・関心 に適 す る活 動 を行 わ せ る こ と,ま た 臨場 感 の あ る場 面 設

定 を心 が け る こ とが必 要 だ と い う こ とで あ る。

今 後 は,生 徒 の意 欲 ・関心 ・態 度 を高 め る身近 な題 材 を研究 す る とと もに,コ ミュニ ケー シ ョ

ン活 動 を よ り活 発 に行 わ せ る評 価 の 在 り方 に っ いて も研 究 を重 ね て い き た い。
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